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祭2000”」のカウントダウンを表示する残日
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置、その点灯式を開催１年前となる９月９日行

いました。

発行壬生町役場　編集総務部企画財政課広報広聴係　毎月謁Eﾖ発行　〒321-0292栃木県下都賀郡壬生町通則2番匠号　�0282-8リ814



- ･ ･ 一 一

心

帯
電
話
な
ど
の
使
用
が

』
原
則
禁
止
と
な
り
ま
す

　
規
制
対
象
：
自
動
車
ま
た
は
原
動
機

　
付
自
転
車
の
運
転
者
。

　
携
帯
電
話
な
ど
…
携
帯
電
話
の
ほ
か
、

　
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
自
動
車
電
話
、
ト
ラ
ン
シ
ー

　
バ
ー
型
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
無
線
、
ア
マ

　
チ
ュ
ア
無
線
そ
の
他
の
無
線
通
信
装

　
置
。

※
た
だ
し
、
そ
の
全
部
ま
た
は
一
部
を

　
手
で
持
だ
な
け
れ
ば
、
送
信
、
受
信

　
の
い
ず
れ
も
で
き
な
い
も
の
に
限
る
。

　
除
外
：
小
手
で
保
持
し
な
く
て
も
送

　
信
、
受
信
が
可
能
な
い
わ
ゆ
る
ハ
ン

　
ズ
フ
リ
ー
の
も
の
。

　
②
タ
ク
シ
ー
無
線
の
無
線
機
、
据
え

　
置
き
型
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
無
線
や
ア
マ

　
の
無
線
機
。

　
③
傷
病
者
の
救
護
や
公
共
の
安
全
維

　
持
の
た
め
、
緊
急
や
む
を
得
ず
通
話

　
す
る
場
合
。

　
①
自
動
車
や
原
動
機
付
自
転
車
が
停

　
止
し
て
い
る
と
き
。

●
罰
則
等
・
：
走
行
中
の
携
帯
電
話
等
の

　
使
用
に
よ
っ
て
交
通
の
危
険
を
生
じ

　
さ
せ
た
者
。

◆
罰
則
…
３
ヵ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は

　
５
万
円
以
下
の
罰
金

◆
反
則
金
：
夫
　
型
１
２
。
０
０
０
円

　
　
　
　
　
普
　
通
　
９
。
０
０
０
円

　
　
　
　
　
二
　
輪
　
７
。
０
０
０
円

　
　
　
　
　
原
　
付
　
６
。
０
０
０
円

チ
ュ
ア
無
線
な
ど
の
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
　
　
◆
違
反
点
…
２
点

ガ
ー
ナ
ビ
や
Ｔ
Ｖ
の
注
視
が

一
　
禁
止
行
為
に
な
り
ま
す

規
制
対
象
…
自
動
車
ま
た
は
原
動
機

付
自
転
車
の
運
転
者
が
走
行
中
に
カ
ー

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
、
カ
ー
テ
レ
ビ
、

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
画
面
に
表
示
さ
れ

た
画
像
を
注
視
す
る
こ
と
。
（
車
内

に
取
り
付
け
ら
れ
た
も
の
に
限
ら
ず
、

持
ち
込
ま
れ
た
も
の
も
対
象
と
な
亘

注
視
す
る
…
カ
ー
ナ
ビ
等
の
面
面
を

　
見
続
け
る
行
為
を
い
う
。

　
※
「
反
応
時
間
」
や
制
動
距
離
な
ど

　
　
を
考
慮
す
る
と
、
目
線
が
一
方
向

　
　
に
２
秒
以
上
固
定
さ
れ
る
と
、
す

　
　
べ
て
の
危
険
の
回
避
が
不
能
に
な

　
　
る
危
険
な
注
視
と
な
る
。

◇
除
外
・
：
①
自
動
車
や
原
動
機
付
自
転

　
車
が
停
止
し
て
い
る
と
き
。

-

うっかり失効でも

　「講習」の受講が必要となります

　免許の有効期限切れによる失効、いわゆる「うっ

かり失効」や「やかを得ず失効」となった場合、こ

れまでは、その後の所定の期間内に音吐試験を受け

るだけで、免許が交付されましたが、改正後は、公

安委員会が行う「特定失効者」に対する講習を受講

することが必要となります。

　
②
速
度
計
な
ど
の
計
器
類
の
画
像
表

　
示
装
置
、
車
体
後
方
な
ど
の
視
野
を

　
確
保
す
る
た
め
の
装
置
。

　
罰
則
等
…
走
行
中
に
カ
ー
ナ
ビ
な
ど

　
を
注
視
し
て
交
通
の
危
険
を
生
じ
さ

　
せ
た
者
。

◆
罰
則
・
：
３
ヵ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は

　
５
万
円
以
下
の
罰
金

◆
反
則
金
・
：
犬

原二普

◆
違
反
点
…
２
点

型
士
２
。
０
０
０
円

通
　
９
。
０
０
０
円

竹輪

７
。
０
０
０
円

ら
。
０
０
０
円

２
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平
成
1
2
年
４
月
１
日
施
行

｛
　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
…
道
路
運
送
車

　
雨
注
の
「
保
安
基
準
」
に
適
合
す
る
も

　
の
で
、
幼
児
の
発
育
の
程
度
に
応
じ

　
た
形
状
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
規
制
対
象
・
：
自
動
車
の
運
転
者
が
６

　
歳
未
満
の
幼
児
を
乗
車
さ
せ
て
運
転

　
す
る
場
合
。

　
罰
則
等
・
：
罰
則
、
反
則
金
は
な
い
が
、

　
道
圧
点
士
点
と
な
る
。

　
除
外
…
以
下
の
場
合
は
規
制
対
象
外

　
と
し
て
除
外
さ
れ
る
。

①
ン
ー
ト
ベ
ル
ト
を
適
切
に
着
用
で
き

　
る
座
高
の
幼
児
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

　
着
用
さ
せ
た
と
き
。

②
傷
病
、
障
害
の
療
黄
土
や
健
康
保
持

⑩甘言こ①づ仁形状

①亘§甲万………－にヘベリドタイフなど

　(新生児から10ヵ月見

くらいまで、体重

↓Oキロ未満用）

　
上
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
が

　
適
当
で
な
い
幼
児
を
乗
せ
る
場
合
。

③
構
造
上
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
固

　
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
座
席
に
幼

　
児
を
乗
せ
る
場
合
。

　
※
幼
稚
園
バ
ス
の
座
席
も
、
こ
れ
に

　
該
当
す
る
。

①
固
定
で
き
る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

　
数
を
超
え
た
幼
児
を
乗
せ
る
場
合
。

　
（
乗
車
人
員
制
限
内
の
員
数
で
、
固

　
定
で
き
る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
に
乗

　
せ
る
こ
と
が
で
き
る
人
数
以
外
の
幼

　
兄
に
限
亘

⑤
著
し
い
肥
満
な
ど
の
身
体
的
理
由
に

　
よ
り
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
適
切

②幼児用シート

　(10ヵ月児から４歳

　
に
使
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
幼

　
児
を
乗
せ
る
場
合
。

⑥
授
乳
や
お
む
つ
替
え
な
ど
、
日
常
生

　
活
上
矢
く
こ
と
の
で
き
な
い
世
話
を

⑦
乗
合
バ
ス
又
は
タ
ク
シ
ー
の
運
転
者

　
が
旅
客
で
あ
る
幼
児
を
乗
せ
る
場
合
。

⑧
い
わ
ゆ
る
過
疎
バ
ス
な
ど
、
運
輸
大

　
臣
の
許
可
を
受
け
た
自
家
用
バ
ス
の

　
運
転
者
が
そ
の
運
送
の
た
め
幼
児
を

　
乗
せ
る
場
合
。

⑨
応
急
救
護
の
た
め
、
医
療
機
関
や
官

　
公
庁
な
ど
に
緊
急
搬
送
す
る
必
要
が

　
あ
る
幼
児
を
そ
の
搬
送
の
た
め
乗
せ

　
る
場
合
。

⊇児童用シート

　（４歳～６歳頃まで、体重15キロ

　～36キロ以下用）

必

子どもの体に合ったものを
一

～チャイルドシート選びのポイント～
　「チャイルドシートはどれも同じ」なんて思っていませんか？　お子

さんの体に合っているかなど、正しい知識をもって選ぶことが大切です。

また、購入したものが自分の車に合わない、ということもあります。買

うときは、車への取り付けをアドバイスしてくれる店を選びましょう。

　　　●なるべく軽いもの

　　　重いものは付け外しなどの扱

　　　いが大変で可。なるべく軽い

　　　ものを選びましよう。

●安全基準に合格しているもの

道路運送車両法による安全基準に合格したも

のは、運輸大臣が型式指定したマーク「⑩Ｃ-

○○○」（平成10年11月23日以前に認定され

たものは「OC-○○○」が付いています。

　　●取り付けが簡単なもの

　　車のシートベルトか通しやすく、し

　　っかり固定できる構造のもの。さら

　　に、誤使用を起こしにくいもの。

・クッションやカバーが

　簡単に取り外せるもの

衛生上､簡単に取り外せ、こまめに

洗濯できるものを選びましよう。

正しく選んだあとは、きちんと装着！
チャイルドシートは、しっかり固定されていることが一番カンジン。きちんと装着

されたチャイルドシートは、ほとんど動くことはありません。確認してみましょう。

チャイルドシートは、後部座席に取り付けましょう。なお、やむを得ず助手席に取

り付ける場合は、必ず前向きに取り付け、座席を最後部まで移動させてください。

３



交
通
事
故
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
町
へ

第
2
4
回
交
通
安
全
町
民
大
会

　
昨
年
の
県
内
の
交
通
事
故
発
生
件
数
は
１
３
。
７
８
４
件
、
死
者
数
は
１
９
６
人
で
、
前
年
よ
り
減
少
、

死
者
数
で
は
過
去
1
9
年
間
で
最
も
少
な
い
年
で
し
た
。
し
か
し
、
人
口
1
0
万
人
当
た
り
で
は
、
全
国
ワ
ー
ス

ト
1
6
位
と
依
然
と
し
て
高
い
位
置
に
ラ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。

　
壬
生
町
で
も
、
今
年
に
入
り
異
常
な
ペ
ー
ス
で
交
通
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
２
名
の
藤
い

命
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
交
通
事
故
を
防
止
し
、
明
る
く
位
み
よ
い
町
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
と
、
第
2
4
回
壬

生
町
交
通
安
全
町
民
大
会
が
９
月
2
9
日
、
壬
生
中
央
公
民
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
壬
生
町
総
合
安
全
会
、
栃

木
警
察
署
の
主
催
に
よ
り
、
釣
4
0
0
名
が

参
加
し
て
行
わ
れ
、
交
通
安
全
功
労
者

等
の
表
彰
、
ポ
ス
タ
ー
及
び
作
文
の
入

選
者
の
表
彰
に
続
い
て
、
羽
生
田
小
２

年
の
神
水
裕
樹
さ
ん
と
南
犬
飼
中
２
年
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大会であいさつする清水町長

の
菊
池
竜
司
さ
ん
か
ら
作
文
の
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
日
頃
、
立
哨
指

導
な
ど
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
交
通

指
導
員
、
警
察
官
へ
児
童
か
ら
花
束
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
田
中
ミ
ヨ
町
交
通
安
全
母

の
会
長
か
ら
、
「
大
会
宮
一
言
」
が
読
み

上
げ
ら
れ
全
員
一
致
で
採
択
、
式
典
を

終
了
し
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
、
同
会
場
で
自
衛
隊
音

楽
隊
の
演
奏
と
宇
都
宮
文
星
女
子
尚
の

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
の
演
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

交
通
安
全
功
労
者
表
彰

功
労
表
彰
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
賂
）

大
橋
重
男
、
荒
川
良
一
、
毛
塚
力
、
戸

崎
良
男
、
細
井
文
雄
、
鈴
木
清
次
、
小

林
宵
、
篠
原
直
樹
、
渡
澄
奸
充
、
清
水心

▽
田
、
早
乙
女
成
生
、
横
尾
真
一
、
高

山
舞
、
高
原
重
男
、
水
野
内
福
玄
、
出

井
恵
子
、
小
林
久
美
子
、
石
筒
ヨ
シ
子
、

犬
山
富
美
子
、
阿
久
津
淑
子
、
寺
内
利

枝
、
小
菅
政
子
、
三
上
エ
ツ
子
、
梁
島

ケ
イ
子
、
鰹
沼
三
智
子
、
中
川
テ
ル
子
、

大
久
保
洋
子
、
野
藻
縫
子
、
中
嶋
征
矢
、

佐
山
キ
ヨ
、
小
野
洋
子
、
秋
場
睦
子
、

須
賀
和
子
、
柏
崎
公
子
、
桧
嶋
カ
ノ
、

平
岡
キ
ン
、
清
水
ツ
ヤ
、
大
山
ミ
エ
、

森
戸
君
子
、
日
向
背
春
、
所
ヨ
ネ
、
楠

場
善
江
、
笠
朱
美
、
中
川
和
江
、
山
川

愛
子
感
謝
状

（
内
助
の
功
）

坂
田
チ
ヨ
（
坂
田
佐
一
郎
　
令
夫
人
。

　
交
通
指
導
員
と
し
て
3
0
年
勤
続
）

荒
川
ト
ミ
（
荒
川
　
林
一
　
令
夫
人
。

　
交
通
指
導
員
と
し
て
1
0
年
勤
続
）

交通指導員、警察官に花束が贈られた

（
交
通
指
導
員
退
職
者
）

中
島
　
貢

（
役
員
退
任
者
）

武
井
彬
、
福
昌
三
四
郎
、
鈴
本
部
夫
、

渡
辺
正
美

（
交
通
指
導
員
勤
続
功
労
）

横
山
宗
太
郎
、
島
田
武
雄
、
犬
島
ト
ク

ポ
ス
タ
ー

●
鍛
優
秀
賞

大
橋
拓
也
（
壬
生
小
１
年
）
、
梁
高
志

織
（
稲
葉
小
２
年
）
、
鈴
木
由
香
（
安

塚
小
３
年
）
、
山
口
祥
子
（
羽
生
田
小

４
年
）
、
毛
塚
竜
也
（
壬
生
北
小
５
年
）

賀
川
明
洋
（
壬
生
小
６
年
）
、
田
口
真

衣
（
南
犬
飼
中
１
年
）
、
阿
久
津
友
希

千
生
中
２
年
）
、
辻
浦
亮
子
（
壬
生
中

３
年
）

●
優
秀
貫

長
拓
哉
（
藤
井
小
上
年
）
、
加
瀬
文
也

宝
生
東
小
１
年
）
、
大
山
日
和
（
睦
小

士
年
）
、
山
日
嗣
里
（
羽
生
田
小
２
言
、

゛‘’｀心Ｚ’

刀
川
美
穂
（
壬
生
北
小
２
年
）
、
倉
＃
　
４

麻
裕
美
（
睦
小
２
年
）
、
半
田
侑
輝

（
壬
生
小
３
年
）
、
長
祐
介
（
藤
井
小
３

年
）
、
栗
原
寛
花
（
壬
生
東
小
３
年
）
、

神
永
紗
緒
里
（
稲
葉
小
４
年
）
、
加
藤

駿
太
（
安
塚
小
４
年
）
、
平
林
萌
花

（
睦
小
４
年
）
、
足
助
瞳
（
稲
葉
小
５
年
）
、

藤
田
理
美
（
安
塚
小
５
年
）
、
内
海
愛

（
睦
小
５
年
）
、
福
富
涼
平
（
羽
生
田
小

６
年
）
、
犬
嶋
麻
実
（
安
塚
小
６
年
）
、

鈴
本
望
里
美
（
睦
小
６
年
）
、
粂
川
福

実
（
壬
生
中
上
年
）
、
改
築
祐
実
（
壬

生
中
１
年
）
、
上
田
泰
洋
（
南
犬
飼
中

２
年
）
、
水
圧
明
言
（
南
犬
飼
中
２
年
）
、

市
川
真
美
加
（
壬
生
中
３
年
）
、
阿
部

恵
一
　
（
南
犬
飼
中
３
年
）

作
　
　
文

●
鏝
優
秀
官

神
永
裕
樹
（
羽
生
田
小
２
年
）
、
菊
池

竜
司
（
南
犬
飼
中
２
年
）

●
優
秀
官

武
関
沙
織
（
藤
井
小
上
年
）
、
早
乙
女

巧
（
稲
葉
小
２
年
）
、
武
閲
兵
利
枝

（
藤
井
小
４
年
）
、
菊
地
由
希
子
（
壬
生

北
小
４
年
）
、
篠
原
美
保
（
羽
生
田
小

５
年
）
、
寺
内
隆
史
（
壬
生
小
６
年
）

松
島
崇
（
安
塚
小
６
年
）
、
木
野
内
由

美
（
南
犬
飼
中
１
年
）
、
坂
入
淑
恵

（
甫
犬
飼
中
２
年
）

※
大
会
の
席
上
発
表
さ
れ
た
最
優
秀
作

　
文
２
編
は
、
Ｐ
５
で
紹
介
し
ま
す
。
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ド
ド
ド
ー
ン
。
も
の
す
ご
い
音
を
た
て

て
、
ぼ
く
の
い
え
の
前
を
ダ
ン
プ
カ
ー
が

と
お
り
ま
す
。
ぼ
く
の
い
え
は
車
が
た
く

さ
ん
と
お
る
み
ち
の
ま
え
で
す
。
い
え
か

ら
ど
う
ろ
に
出
る
と
き
も
、
よ
く
気
を
つ

け
て
い
ま
す
。
学
校
に
行
く
と
き
は
、
そ

の
み
ち
を
歩
き
ま
す
。
白
い
線
が
ひ
い
て

あ
る
と
こ
ろ
が
せ
ま
く
て
、
き
ち
ん
と
線

の
中
を
歩
い
て
い
て
も
、
大
き
な
ダ
ン
プ

カ
ー
は
、
ぼ
く
の
そ
ば
を
ビ
ュ
ー
ン
と
風

を
ふ
か
せ
て
と
お
っ
て
行
き
ま
す
。
こ
わ

い
か
ら
、
ぼ
く
は
線
の
お
く
の
ほ
う
を
歩

い
て
学
校
に
行
き
ま
す
。

　
２
年
生
に
な
っ
て
か
ら
、
ぼ
く
は
お
に

い
ち
ゃ
ん
と
同
じ
そ
ろ
ば
ん
じ
ゅ
く
に
行

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
ろ
ば
ん
じ
ゅ
く

　
「
交
通
事
故
」
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
で
起
こ
り
、
命
を
う
ば
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
信
号
無
視
、
酔
っ

ぱ
ら
い
運
転
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、

よ
そ
み
運
転
な
ど
が
そ
の
原
因
と
な
り
ま

す
。

　
僕
は
、
昨
年
、
ス
ピ
ー
ー
ド
の
出
し
過

ぎ
と
前
方
不
注
意
に
よ
り
、
骨
折
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
部
活
か
終
わ
っ

て
家
に
帰
る
途
中
に
起
き
た
出
来
事
で

す
。
友
達
と
別
れ
た
後
、
急
い
で
家
に

帰
ろ
う
と
思
い
、
自
転
車
を
勢
い
よ
く

こ
ぐ
と
、
車
輪
が
道
路
の
段
差
に
は
ま

り
、
急
に
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
、
そ
の
ま

ま
転
倒
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
近

く
の
街
灯
の
明
か
り
に
よ
り
、
手
が
曲
が
っ

-

は
、
ぼ
く
の
い
え
の
す
ぐ
ち
か
く
に
あ
り

ま
す
。
で
も
あ
の
こ
わ
い
ど
う
ろ
を
わ
た

ら
な
け
れ
ば
行
け
ま
せ
ん
。
ど
う
ろ
に
は
、

お
う
だ
ん
ほ
ど
う
か
あ
る
け
れ
ど
、
し
ん

ご
う
は
あ
り
ま
せ
ん
。
じ
ゅ
く
に
出
か
け

る
と
き
、
お
か
あ
さ
ん
は
、
い
つ
も
、

「
ひ
ろ
き
、
ど
う
ろ
を
わ
た
る
と
き
は
、

車
を
よ
く
み
て
ね
。
」
と
言
い
ま
す
。
ぼ

く
も
わ
た
る
時
は
気
を
つ
け
て
わ
た
っ
て

い
ま
す
。

　
で
も
い
ま
ま
で
に
１
回
だ
け
、
す
ご
く

て
い
る
の
に
気
づ
い
た
時
は
と
て
も
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
急
激
な
痛

み
が
襲
っ
て
き
た
の
で
必
死
に
助
け
を
も

と
め
、
病
院
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
手

術
を
う
け
入
院
、
約
４
ヵ
月
か
か
っ
て
、

や
っ
と
直
り
ま
し
た
。
今
思
う
と
何
で
あ

こ
わ
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
夕
が

た
４
時
3
0
分
か
ら
の
そ
ろ
ば
ん
に
行
く
と

き
の
こ
と
で
す
。
い
つ
も
の
よ
う
に
気
を

つ
け
て
わ
か
り
は
し
め
た
と
き
、
ス
ピ
ー

ド
を
出
し
た
ダ
ン
プ
カ
ー
が
、
す
ぐ
そ
こ

ま
で
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
あ
わ
て
て
、
も

と
の
と
こ
ろ
に
も
ど
り
ま
し
た
。
ダ
ン
プ

カ
ー
が
行
っ
て
し
ま
っ
た
あ
と
も
、
心
ぞ

う
が
も
の
す
ご
く
ド
キ
ド
キ
し
て
て
止
ま

り
ま
せ
ん
。
そ
の
あ
と
そ
ろ
ば
ん
じ
ゅ
く

に
い
っ
て
、
い
つ
も
の
よ
う
に
れ
ん
し
ゅ

時
間
が
な
い
、
急
が
な
き
や
、
と
い
う
状

況
は
だ
れ
に
だ
っ
て
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

で
転
ん
だ
り
し
て
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
時
間
に
余

裕
を
も
っ
て
勣
い
て
い
れ
ば
、
そ
ん
な
に

急
ぐ
こ
と
な
く
安
全
に
勤
け
て
良
い
と
思

交
通
事
故
を
な
く
そ
う

　
　
　
南
犬
飼
中
２
年
　
菊
池
　
竜
司

ん
な
に
急
い
で
し
ま
っ
た
ん
だ
ろ
う
、
時

間
は
ま
だ
あ
っ
た
の
に
、
と
後
悔
し
て
い

ま
す
。
「
時
間
が
な
い
。
」
そ
う
思
っ
て

信
号
無
視
や
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
を
す

る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
と
僕
は
思
い
才
子
。

い
ま
す
。
僕
は
こ
の
体
験
か
ら
、
何
事

に
も
あ
わ
て
ず
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
行

動
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
僕
た
ち
は
生
活
し
て
い
る
中
で
、
い
ろ

い
ろ
な
所
に
行
き
ま
す
。
例
え
ば
、
学

う
し
て
い
て
も
あ
た
ま
の
中
は
、
さ
っ
き

の
ダ
ン
プ
カ
ー
が
う
か
ん
で
き
て
、
そ
ろ

ば
ん
は
何
だ
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
お
か
あ
さ
ん
に
そ
の
こ
と
を
は
な
し
た

ら
、
び
っ
く
り
し
て
、
し
ご
と
を
し
て
い

る
手
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
「
こ
こ
に
な
ら
な
く
て
本
と
う
に
よ

か
っ
た
。
」
と
、
ほ
っ
と
し
た
よ
う
に
言

い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
お
か
あ
さ
ん
が
ほ
っ

と
し
て
い
る
の
を
見
て
、
（
あ
あ
じ
こ
に

あ
わ
な
く
て
よ
か
っ
か
あ
。
）
と
思
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
な
ぜ
、
あ
ぶ
な
い
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
お
か
あ
さ
ん
と

考
え
ま
し
た
。
ぼ
く
は
い
つ
も
右
、
左
を

見
て
車
が
こ
な
い
の
を
た
し
か
め
て
わ
た
っ

て
い
ま
す
。
で
も
き
ょ
う
は
、
左
を
見
て

校
、
会
社
、
ス
ー
パ
ー
、
あ
る
い
は
旅

行
な
ど
で
山
や
海
な
ど
と
行
く
所
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
時
に
は
自
転
車
や
自
動

車
な
ど
を
使
っ
て
出
か
け
る
こ
と
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
時
に
ち
ょ
っ
と

し
た
不
注
意
を
す
る
と
、
い
つ
事
故
が

起
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
ど
こ
か
に
行

く
時
は
、
安
全
に
気
を
つ
け
よ
う
と
す
る

心
が
一
番
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
夏
の
甲
子
園
、
始
球
式
を
行
っ
た
丸

山
さ
ん
は
、
小
４
の
時
交
通
事
故
で
左

ひ
ざ
下
を
失
い
義
足
で
す
。
長
野
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ス
キ
ー
に
参
加
し
、
テ

レ
ビ
で
義
足
を
隠
す
こ
と
な
く
半
ズ
ボ
ン

で
自
転
車
に
乗
り
、
始
球
式
に
も
堂
々

と
そ
の
姿
を
見
せ
、
明
る
く
さ
わ
や
か
な

す
ぐ
わ
た
り
は
じ
め
た
と
き
、
も
う
右
か

ら
ダ
ン
プ
カ
ー
が
き
て
い
た
の
で
す
。
「
あ

そ
こ
は
さ
か
み
ち
で
カ
ー
ブ
。
あ
っ
と
い

う
ま
に
車
が
近
づ
い
て
く
る
と
こ
ろ
な
の

よ
。
右
左
の
あ
と
も
う
一
ど
右
を
見
て
わ

た
っ
て
。
ひ
ろ
き
の
大
切
な
体
、
ぜ
っ
た

い
じ
こ
に
あ
わ
な
い
で
ね
。
」
と
、
お
か

あ
さ
ん
に
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
ぼ
く
は
、
右
を
見
て
左
を
見

て
も
う
一
度
右
を
見
て
、
車
が
こ
な
い
こ

と
を
か
く
に
ん
し
て
か
ら
わ
た
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
あ
の
と
き
、
交
つ
う
じ
こ

に
あ
わ
な
く
て
、
本
と
う
に
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

印
象
を
与
え
ま
し
た
。
き
っ
と
、
事
故

に
さ
え
あ
わ
な
か
っ
た
ら
、
も
っ
と
す
ご

い
ス
キ
ー
選
手
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
僕
も
手
首
は
完
治
し
ま
し

た
が
、
手
首
の
傷
を
み
る
た
び
に
、
「
急

ぐ
な
、
注
意
し
ろ
」
の
声
と
、
あ
の
痛

み
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。

　
事
故
と
い
う
も
の
は
、
い
つ
ど
こ
で
起

き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
僕
た
ち

が
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
注
意
す
れ
ば

事
故
は
な
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
う
宰
れ
ば
、
事
故
で
命
を
う
ば
わ

れ
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
す
。
て
こ
人

が
安
全
に
気
を
つ
け
れ
ば
、
毎
日
事
故

の
な
い
と
て
も
平
和
な
生
活
が
で
き
る
と
、

僕
は
信
じ
ま
す
。

５



ｙシ

雲
橋
は
1
0
月
2
1
日
か
ら

ｒ
通
行
が
で
き
ま
す
（
大
型
車
除
く
）

　
７
月
1
3
目
～
1
4
目
の
集
中
豪
雨
に
よ

り
、
全
面
通
行
ふ
Ｌ
め
と
な
っ
て
い
る
目

道
３
５
２
号
車
吉
橋
呈
生
甲
字
高
舘
）

は
、
当
面
の
応
急
処
置
と
し
て
、
帽
員

４
・
Ｏ
ｍ
の
仮
橋
を
建
設
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
1
0
月
2
1
日
か
ら
大
型
東
を
除

く
車
両
の
通
行
が
で
き
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
の
東
雲
橋
は
、
仮
橋
の

工
事
に
併
せ
て
、
被
災
部
の
撤
去
を
し

ま
す
。
ま
た
、
（
仮
称
）
新
東
雲
橋
が

完
成
し
た
あ
と
、
す
べ
て
撤
去
を
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
東
吉
橋
上
流
に
計
画
中
の
（
仮
称
）

新
東
雲
橋
に
つ
い
て
は
、
地
元
関
係
者

及
び
関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

で
き
る
だ
け
早
く
完
成
す
る
よ
う
、
今

年
度
か
ら
橋
台
や
橋
脚
等
の
下
部
工
事

に
着
手
で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
（
仮
称
）
新
車
吉
橋
が
完
成
す
る
ま

で
の
間
、
仮
橋
で
対
応
し
ま
す
の
で
、

利
用
者
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

・
栃
木
県
上
本
事
務
所
　
道
路
諜

　
道
路
第
三
係
　
　
�
2
3
－
３
４
３
４

・
役
場
建
設
部
建
設
諜

�

8↓

－
士

Ｑ
リ
［
Ｄ
Ｏ

　仮橋の交通規制

●信号処理による片側づつの交互

　通行となります。

●大型車の通行はできませんので、

　現迂回路をご利用ください。

●歩行者・自転車の通行は、引き

　続き東雲さくら橋をご利用くだ

　さい。

-

栃
木
県

ﾐ宍平成11年度地価調査

土地の標準価格を公表

ら
９
月
2
1
日
付
け
で

平
成
］
１
１
年
度
地
価
調
査
基
準
地
の
標
準

価
格
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ

い
て
、
県
知
事
が
７
月
↓
日
を
基
準
日

と
し
て
調
査
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
価

格
が
民
間
の
上
地
取
引
の
目
安
と
な
り
、

公
共
事
業
の
用
地
取
得
の
基
準
に
な
り

ま
す
。

　
閲
覧
希
望
の
方
は
、
町
総
務
部
企
画

財
政
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

千
調
査
基
準
日

　
平
成
‥
１
１
年
７
月
１
日

　
基
準
地
の
価
格

１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の

価
格

第
１
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

回
米
町
１
９
２
８
番
地
２

　
〈
米
町
‥
１
１
－
4
6
〉

一

L
Q
L
O

２
０
０
円

第
１
種
低
層
住
居
専
用
地
域

壬
生
丁
字
六
美

1
1
7
番
1
7

　
　
　
　
　
　
　
　
７
０
ヲ
０
０
０
円

緑
町
士
丁
目
１
０
２
２
番
2
4

　
〈
緑
町
１
－
４
－
１
１
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
（
‥
Ｊ
４
タ
ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

第
１
種
住
居
地
域

至
宝
３
丁
目
4
8
番
号
万

　
〈
至
宝
３
－
４
－
６
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
↓
Ｉ
０
０
０
円

中
央
町
３
２
７
番
３

　
〈
中
央
町
２
土
砂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
ｑ
り
９
ｒ
Ｄ
０
０
円

安
塚
字
宿
内
↓
９
２
８
番
外
２
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
乙
ρ
り
ヲ
０
０
０
円

近
隣
商
業
地
域

緑
町
２
丁
目
↓
０
２
２
香
1
7
0

　
〈
緑
町
２
－
５
－
６
〉

　
　
　
　
　
　
１
⊥
３
３
？
０
０
０
円

中
央
町
１
３
０
４
香
２

〈
中
央
町
６
－
4
6
〉

　
　
　
　
　
　
１
⊥
０
６
？
０
０
０
円

市
街
化
調
整
区
域

羽
生
田
学
前
川
原
２
３
４
６
番
４
外

下
稲
薬
学
釜
ケ
渕
6
4
番
１
外
２
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
ラ
（
ｎ
）
０
０
円

６



７

く政府発表による身の回りの製品の

　　　2000年問題への対応状況〉

１．エアコン、冷蔵庫、洗濯機等の白物家電

　　白物家電は、2000年問題は生じない。 24時間単

　位での相対時間管理であり、年号を含めた日付管

　理を行っていない。

２．オーディオ・ビジュアル機器

　　年号を含めた日付管理を行っている機器は、ビ

　デオレコーダー、テレビ、ビデオカメラがある。

　メーカーの調査によれば、５％未満の商品につい

　て、2000年問題による支障が生じる可能性がある。

　テレビ、ビデオではＧコード録画予約ができなく

　なったり、[]付表示がずれたりする支障が生じる。

　ビデオカメラの支障は、閏年の２月29[]を３月１

　日と表示してしまうことである。各社とも相談窓

　□を設けている。

３．ファクシミリ

　　96～97年以前に製造された製品に不具合を生じ

　る。それは、年月日表示の異常などで、通信機能

　自体に影響を及ぼすものではない。

４．電話機本体、携帯電話

　　電話機、携帯電話機の全企業とも2000年問題は

　生じないとしている。

５．パソコン

　　パソコンの暦年管理は、バイオスと呼ばれる入

　出力を管理する基本ソフトウェアが行っているが、

　概ね96～97年以降に出荷された製品については問

　題ない。それ以前に出荷された製品については、

　自動的に2000年に移行しないという問題が発生す

　るが、簡単な操作で2000年対応となるものが大部

　分である。

６．交通信号機

　　30年程度のカレンダー機能を内蔵しており、交

　通管制センターと連結しているものも含めて、200

　0年問題は発生しない。

了。現金自動預け払い機(ＡＴＭ)

　　ＡＴＭネットワークの接続テストを本年４月、

　５月の２回実施し作動を確認済。

８．クレジットカード

　　96年に読取端末の入替えの対応を終了済。

９．エレペータ

　　表示盤に不具合が出るかもしれないが、運行制

　御に支障が生じることはない。

10.電気

　　電力機能をコントロールする機能は、年月日情

　報を用いていないことから、停電や電圧異常等供

　給上支障となる事態は発生しないことを確認して

　いる。

往ガス

　　製造づ具結を直接コントロールする機能は、年

　月日情報を用いていない。

12.水道水

　　浄水場、配水システムは、日付による管理を行っ

　ておらず、供給上支障が生じることはない。

13.食品

　　大手スーパー、コンビニ各社の社内システムは、

　秋までに対応を完了。

題
は
、
西
暦
年
を
下
２
桁
で
処
理
し
て
　
　
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ク
ロ
コ

い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
に
お
　
　
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
搭
載
し
て
い
る
家
電

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西
暦
２
０
０
０
年
間

残された時間はあとわずか

コンピュータの西暦2000年問題

い
て
、
↓
９
９
９
年
か
ら
２
０
０
０
年

に
な
る
際
に
「
０
０
年
」
を
２
０
０
０

年
で
な
く
１
９
０
０
年
と
誤
認
し
て
し

ま
い
、
誤
作
動
や
停
止
す
る
恐
れ
が
あ

る
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
背
景
は
１

９
６
０
年
代
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
が

始
ま
っ
た
時
期
に
、
メ
モ
リ
、
ハ
ー
ド

デ
ィ
ス
ク
等
が
き
わ
め
て
高
価
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ

ム
で
は
、
西
暦
年
を
下
２
桁
で
処
理
す

る
の
が
通
例
だ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
技
術
的
に
単
純
な
問
題
に
思
え
ま
す

が
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
ー

タ
ー
が
広
く
根
づ
い
て
い
る
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
問
題
が
発
生
す
る
可
能

製
品
に
つ
い
て
も
、
マ
イ
コ
ン
内
部
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
日
付
処
理
が
行
わ
れ
て

い
る
場
合
も
あ
り
、
私
た
ち
は
、
こ
の

問
題
に
無
関
係
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
２
０
０
０
年
問
題
は
、
原
因
と
な
る

同
一
の
機
種
が
多
数
存
在
す
る
た
め
、

特
定
の
日
時
に
同
時
多
発
的
・
広
域
的

に
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、

２
０
０
０
年
問
題
へ
の
対
応
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
問
題
が
発
生
す
る

確
率
を
確
実
に
低
減
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
壬
生
町
の
住
民
、
税
務
、
財
務
な
ど

の
基
幹
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
は
、
業
者
と
模
擬
テ
ス
ト
等
を

実
施
し
、
問
題
の
な
い
こ
と
を
確
認
し

て
い
ま
す
。

　
各
都
道
府
県
の
中
小
企
業
情
報
セ

ン
タ
ー
に
は
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
が

導
入
さ
れ
、
西
暦
２
０
０
０
年
問
題

の
相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
小
企
業
事
業
団
で
も
相
談
窓
口

に
専
門
家
を
常
駐
さ
せ
、
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
る

と
と
も
に
、
各
都
道
府
県
の
中
小
企

業
指
導
団
体
と
の
共
催
に
よ
る
無
料

ヤ
ペ
ナ
ー
を
問
催
し
て
い
ま
す
。

【
無
料
相
談
窓
ロ
一

－
中
小
企
業
事
業
団

言
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
西
暦
２
０
０
０

　
年
問
題
対
応
特
別
相
談
コ
ー
ナ
土

　
情
報
技
術
部
情
報
指
導
課

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
１
２
０
Ｆ
－
２
０
０
－
２
６
Ｇ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
特
上
ｎ
時
）

　
中
小
企
業
地
域
情
報
セ
ン
タ
ー

〈
２
０
０
０
年
問
題
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
〉

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
１
２
０
－
２
０
０
－
４
５
士

　
盲
動
的
に
最
寄
り
の
中
小
企
業
地

　
域
情
報
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
り
ま
古

中
小
企
業
無
料
相
談
窓
□

ご
利
用
く
だ
さ
い



一
ま
も
な
く
1
6
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
外
国
人
の
方
へ

外
国
人
登
録
の
切
替
期
間
が
変
わ
り
ま
す
ｚ
・

　
外
国
人
登
録
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
外
国
人

登
録
の
切
替
手
続
（
華
語
申
請
）
の
時

期
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
《
対
象
と
な
る
方
》

　
１
９
９
９
（
平
成
‥
廿
年
８
月
1
8
日

か
ら
改
正
法
の
施
行
の
日
（
注
）
の
前

日
ま
で
の
間
に
、
1
6
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
る
外
国
人
の
方
。

《
切
替
手
続
（
確
認
申
請
）
の
時
期
》

　
上
記
対
象
者
の
方
が
登
録
の
切
替
手

続
き
を
行
う
場
合
は
、
登
録
証
明
書
に

記
さ
れ
て
い
る
1
6
歳
の
誕
生
日
か
ら
で

は
な
く
、
改
正
法
の
施
行
の
日
（
注
）

か
ら
3
0
日
以
内
に
申
請
を
行
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

《
そ
の
他
の
登
録
申
請
》

　
上
記
対
象
者
に
つ
い
て
、
居
住
地
そ

の
他
の
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
な

ど
、
各
種
登
録
の
申
請
を
行
う
場
合
、

□
①
⑤
①
言
隠
隠
言

高
齢
任
意
加
入
が
で
き
ま
す

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
の

加
入
（
納
付
・
免
除
）
期
間
の
合
牡
が

最
低
2
5
年
以
上
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、

受
給
資
格
期
間
が
不
足
し
て
い
る
方
の

た
め
に
6
0
成
以
上
6
5
震
未
満
の
間
で
、

国
民
年
金
に
高
齢
任
意
加
入
す
る
こ
と

に
よ
り
不
足
期
間
を
満
た
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
受
給
資
格
期
間
を
満

た
し
て
い
る
方
で
満
額
に
満
た
な
い
方

ド
つ
い
て
も
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や

す
た
め
に
高
齢
任
意
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
な
お
、
6
5
震
の
時
点
に
お
い
て
さ
ら

に
受
給
資
格
期
間
が
不
足
し
て
い
る
方

は
、
6
5
旋
以
上
7
0
震
未
満
の
問
で
不
足

期
間
を
満
た
す
ま
で
、
特
例
高
齢
任
意

加
入
が
で
き
ま
す
。
（
6
5
震
以
上
の
任

意
加
入
は
、
昭
和
3
0
年
４
月
↓
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
）

改
疋
法
の
施
行
の
日
（
注
）
の
前
日
ま

で
の
期
間
中
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
父

又
は
母
そ
の
他
同
居
す
る
親
族
の
方
な

ど
が
、
代
理
人
と
し
て
行
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
汗
）
改
正
法
の
施
行
の
日
は
、
政
令

　
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

　
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
２
０
０
０

　
　
（
平
成
1
2
）
年
４
月
を
予
定
し
て
い

　
ま
す
。
施
行
の
日
が
確
定
次
第
、
改

　
め
て
広
報
す
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
町
民
生
部
住
民
課
管
理
孫
（
�
8
1
１

１
８
２
５
）
　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

―
○
Ｉ
Ｖ

○回歳まで納めても受給資格期間が足らない方の場合

20朧　25朧　　35畿　　　　　50歳（現在）60歳　65歳

　匡回診　厚生年金　　　国民年余　　　60戌まで　I燧以往

　刹旧年　加入10年　　　未納15年　　　認年納入　加入5年

　Ｏ年十　10年　十　　　〇年　　十　10年　十　５年＝25年

※65歳前に受給資格期間を満たして凱65歳まで任意加入できます

065歳に達してもさらに受給資格期間が足らない方の場合

20炭　25炭　　　　　　　　　　50歳　60歳（現制65歳70歳

　国民年金　　　　　四民年金　　　　　国民年金　融匝意　特願齢懸

　免除5年　　　　　未納25年　　　　　納付10年　加入5年　ｶ眠5年

　５年　十　　　　〇年　　　　十　10年　十５年十５年＝25年

※受給資格期間を満たした時点で、65歳以上の任意加入は終了となります

第
1
7
回
全
国
都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア

　
　
　
出
店
営
業
参
加
者
募
集

　
竿
1
7
回
全
国
都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ

ア
（
マ
ロ
ニ
エ
と
ち
ぎ
緑
花
祭
２
０
０

０
）
で
は
、
飲
食
物
（
自
動
販
売
機
を

除
く
）
や
菓
子
、
土
産
品
な
ど
の
販
売

を
希
望
す
る
出
席
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
出
店
対
象
者

　
栃
木
県
内
に
現
に
事
業
所
を
有
し
、

フ
ェ
ア
会
場
内
に
お
け
る
販
売
品
目
と

同
▽
習
業
を
行
う
個
人
又
は
法
人
で
、

そ
の
営
業
経
験
年
数
が
３
年
以
上
を
有

す
る
も
の

●
出
店
期
間

　
平
成
1
2
年
９
月
９
日
～
1
1
月
５
日

たに雅カベどヤ』あつまれ

は
、
町
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
　
（
�
8
1
－
１
８
３
古
　
へ　　・iillllり??………

笹崎皓太ちゃんご兄弟

　　　(城　内)

●
出
店
場
所

　
み
ぶ
会
場
、
う
つ
の
み
や
会
場

●
申
込
期
間

　
平
成
ｎ
年
1
1
月
１
日
～
ｎ
月
3
0
日

※
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ

　
さ
い
。

●
中
込
先
及
び
問
合
せ
先

〒
３
２
０
１
８
５
０
１

宇
都
宮
市
塙
田
上
－
上
－
2
0

　
　
　
　
　
　
　
　
県
庁
南
別
館
３
防

縮
1
7
回
全
国
都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア

実
行
委
員
会
事
務
局

�
０
２
８
１
６
２
３
１
３
６
８
ｊ
任

(上　町)（安塚２）

８



個性と魅力あるふるさとづくり

ふるさとﾙﾈｯｻﾝｽ事業

　
藤
井
む
ら
づ
く
り
か
ん
ぴ
ょ
う
踊
り
大
会
実
行
委
員
会

で
は
、
８
月
2
8
日
藤
井
小
学
校
校
庭
で
、
か
ん
ぴ
ょ
う
踊

り
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
伝
統
文
化
の
伝
承
と
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ

う
と
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
大
会
に
は
、
地
区
内
外

か
ら
大
勢
の
人
が
訪
れ
、
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
、
藤
井
小
の
５
・
６
年
生
が
町
か
ん

ぴ
ょ
う
音
頭
保
存
会
（
栃
木
正
一
会
長
）
の
指
導
を
受
け
、

練
習
を
重
ね
て
き
た
か
ん
ぴ
ょ
う
音
頭
の
お
は
や
し
を
披

露
し
ま
し
た
。

藤井地区で

　　ことも相撲丈会

　藤井地区の渡神社の大祭が行われた９月生O日、祭り

の恒例行事「こども相撲大会」が聞かれました。

　この催しは、「ふるさとルネッサンス事業」の一環

として、毎年行っており、藤井小の↓年生から６年生

までの児童のほか、幼稚園児など約90人が参加、境内

に設けられた土俵で、元気いっぱい暴れまわり、楽し

いひとときを過ごしました。

９

タ
マ
ゴ
包
装
の
技
を
披
露
↓
９
る

臼
井
ミ
エ
さ
ん

・
　
町
で
は
、
農
業
・
農
村
の
持
つ
美
し

一
い
自
然
や
景
観
、
貴
重
な
伝
統
文
化
を

一
生
か
し
て
、
だ
れ
か
ら
も
愛
さ
れ
る
魅

▽
カ
あ
る
ふ
る
さ
と
を
創
造
す
る
た
め
、

一
地
域
の
主
体
性
と
創
意
工
夫
を
基
本
と

一
し
か
個
性
あ
る
む
ら
づ
く
り
運
動
「
ふ

一
る
さ
と
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
を
推
進
し
て

一
い
ま
す
。

一
　
最
近
行
わ
れ
た
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

むらづくり名人が技を披露

，七ツ石の里フェスティバル
「七ツ石の里フェスティバル」が９月↓2Eに嘉陽が丘ふれ

あい広場で聞かれました。

　廿ﾝ石地区の人たち約100人が参加して、午前中ソフト

が犬ﾚで汗を瀧したあと、「むらづくり名人」の臼井ミエ

さんがタマゴ包装を、鈴水光久さんが刻字彫りを、小野口

清衛さんが能面作りを、鈴水平治さんが菊のけんかい作り

を、梅本政男さんが［|光彫りを、それぞれ実演や苦労話等

を交えながら披露しました。

　また、同地区の子どもたちが、伝統芸能の「大杉囃子」

の演奏を披露したり、バーペキュー等をして、楽しい一日

を過ごしました。

-

- W /
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嗜り子ノトクヲブ

壬
生
町
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ

ブ県内で唯一女性ドうイバークラブが主

　催の交通安全のつごい

人
見
イ
ハ
会
長
）
は
、
現
在
、
会
員

４
７
０
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
皆
様
ご
存
じ
で
す
か
？
残
念
な
こ
と

に
今
年
は
栃
本
署
管
内
（
圭
市
４
町
）

で
壬
生
町
が
一
番
交
通
事
故
が
多
い
の

で
す
。
中
で
も
高
齢
者
の
事
故
は
非
常

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
女
性
ド
ラ

チ
ハ
ー
の
事
故
も
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

警
察
の
デ
ー
タ
に
よ
り
ま
す
と
女
性
ド

ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
の
加
入
者
の
事
故
は

｀ W ’

時
代
に
入
り
駐
車
場
付
き
書
店
が
主
流

と
な
り
、
平
成
９
年
に
壬
生
バ
イ
パ
ス

に
本
と
文
具
、
Ｃ
Ｄ
、
教
科
書
の
店
と

し
て
新
た
に
開
店
し
ま
し
た
。
「
明
る

く
楽
し
く
正
確
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
1
2

名
の
パ
ー
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
社
員
で

大
変
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ク
ラ
ブ
の
目
的
は
、
会
員
相
互
の
親

睦
と
交
通
道
徳
の
高
揚
に
よ
っ
て
、
交

通
事
故
を
防
止
し
、
明
る
く
住
み
よ
い

町
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
。
私

た
ち
は
『
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
』
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
町
、
警
察

及
び
交
通
安
全
協
会
と
緊
密
な
連
絡
を

と
り
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い

ま
す
。

分
ま
で
営
業
し
て
い
ま
す
の
で
、
栃
本

店
、
宇
都
宮
店
共
々
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
当
店
の
は
り
き
り
パ
ー

ト
さ
ん
の
宮
田
知
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま

す
。
羽
生
田
生
ま
れ
の
Ｕ
威
で
、
壬
生

一
、
交
通
道
徳
の
高
揚
並
び
に
交
通
安

　
全
思
想
の
普
及
徹
底
。

二
、
交
通
事
故
防
止
の
啓
蒙
宣
伝
（
町

　
民
大
会
参
加
、
チ
ラ
シ
配
付
言

三
、
会
員
の
交
通
安
全
知
識
・
技
能
の

　
高
揚
（
会
員
に
よ
る
安
全
運
転
競
技

　
大
会
）

四
、
交
通
安
全
の
た
め
の
街
頭
指
導

　
谷
１
ト
ペ
ル
ト
指
導
、
立
哨
等
）

五
、
家
族
、
地
域
、
社
会
に
対
す
る
交

　
通
安
全
教
育
の
徹
底
（
高
齢
者
交
通

-

小
１
年
生
の
女
の
子
の
お
母
さ
ん
で
す
。
　
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

店
内
を
テ
キ
パ
キ
と
動
き
回
り
、
特
に

マ
ン
ガ
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
コ

ミ
ッ
ク
単
行
本
の
部
門
を
ま
か
さ
れ
て

い
ま
す
。
売
れ
行
き
を
っ
か
み
、
品
物

の
仕
入
れ
か
ら
販
売
ま
で
を
一
手
に
引

き
受
け
、
何
で
も
こ
な
せ
る
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

　
現
在
は
、
神
通
町
に
高
校
の
同
級
生

だ
っ
た
ご
主
人
と
娘
さ
ん
の
３
人
で
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
日
曜
日
に
は
近
く
の

城
址
公
園
で
道
ん
だ
り
、
実
家
の
近
く

の
河
原
へ
手
作
り
の
お
弁
当
を
持
っ
て
、

釣
り
糸
を
た
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
本

人
の
弁
に
よ
る
と
ね
ず
み
年
生
ま
れ
な

の
で
店
の
中
や
家
で
も
た
え
ず
動
き
回
っ

て
い
る
の
が
好
き
な
の
だ
そ
う
で
す
。

元
気
な
パ
ワ
ー
が
欲
し
い
方
は
、
い
ず

み
書
房
の
ト
モ
ち
ゃ
ん
に
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。
　
　
紹
介
者
　
　
前
　
原

　
安
全
の
つ
ど
い
、
高
齢
者
対
象
家
庭

　
訪
問
指
導
）

六
、
会
員
の
研
修
（
近
隣
県
へ
の
交
通

　
事
情
視
察
、
他
ク
ラ
ブ
と
の
交
換
会
、

　
講
話
会
）

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
よ
く
ご
理
解
い

た
だ
き
、
楽
し
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
、
是
非
壬
生
町

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
に
ご
加
入
く

だ
さ
い
。
旅
行
バ
イ
ク
の
方
か
ら
加
入

で
き
ま
す
。



　
　
　
　
　
　
　
　
混
乱
　
　
ｍ
Ｆ
　
ｙ
　
　
　
　

匯

と
っ
て
お
き
の
竺
士

人

　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
　
　
　
一
　
ご

-

⑤

鳥
の
絵
で
家
族
を
表
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
ど
て
つ
ぞ
う

　
　
　
　
西
高
野
　
神
門
銕
三
さ
ん

　
手
描
友
禅
師
の
神
門
銕
三
さ
ん
は
、

福
井
県
出
身
で
、
大
阪
美
術
学
校
の
、

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
科
を
卒
業
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
染
色
工
芸
家
の
矢

高
貴
朗
氏
に
師
事
し
、
友
禅
の
魅
力
に

取
り
付
か
れ
ま
し
た
。

　
独
立
後
、
京
友
禅
、
江
戸
友
禅
、
加

賀
友
禅
は
も
と
よ
り
、
無
線
友
禅
、
墨

絵
染
、
ろ
１
け
つ
染
等
の
伝
統
的
技
法

を
受
け
継
ぐ
第
一
人
者
に
な
り
ま
し
た
。

主
な
作
品
は
、
訪
問
着
、
振
袖
、
留
袖
、

帯
等
で
す
が
、
こ
の
他
に
も
屏
風
や
壁

掛
等
に
、
手
描
友
禅
を
施
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
4
9
年
に
壬
生
町
に
本
拠
を
移
し
、

県
の
芸
術
祭
に
は
、
毎
年
出
品
し
て
、

人
選
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
平
成
７
年

に
は
、
国
際
公
募
亜
細
亜
現
代
美
術
展

で
、
友
禅
の
草
木
染
め
で
『
文
部
大
臣

奨
励
賞
』
を
受
賞
、
平
成
1
0
年
間
美
術

展
で
は
友
禅
染
額
で
、
『
外
務
大
臣
賞
』

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
作
品
は
鳥
の
絵
が
ほ
と
ん
ど
で
、
鳥

を
家
族
の
象
徴
と
し
て
、
人
類
の
生
活

や
世
相
を
鳥
に
置
き
換
え
て
表
現
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
手
描
友
禅
は
、
年
月
が
た
つ
ほ
ど
に

味
わ
い
が
で
て
く
る
そ
う
で
、
将
来
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

. . J ° . 一 一 ･
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「
自
画
像
」

文化協会文芸部選

短
　
　
歌

-

秀
山
由
希

士
ｆ
申
ム
午
頂
汰
万
夫
映

壬生中３年

　須釜　建

]9
j

･･

ま
っ
白
な
鴉
爪
の
花
ふ
わ
っ
ふ
わ
っ
と

幻
の
ご
と
聞
に
浮
き
た
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
ヒ
ロ

素
人
に
し
て
は
上
出
来
庭
先
よ
り

今
朝
ヘ
ボ
茄
子
を
二
つ
も
ぎ
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
篠
登
志
子

帰
吉
せ
る
幼
馴
染
に
会
い
に
し
が

身
内
の
愚
痴
を
聞
か
さ
れ
し
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
カ
ヅ
子

庭
先
に
咲
き
は
じ
め
た
る
自
裁
は

秋
の
風
情
と
夫
が
植
え
た
る

壬生中３年

　　　　　　ミノリ　　須藤美紀

　
　
俳
　
　
句

秋
海
案
噛
め
ば
酸
っ
ぱ
く
母
恋
し

草
見
つ
け
来
て
遅
刻
ま
ぬ
が
れ
ぬ

人
ひ
と
り
来
る
道
恐
し
秋
の
川

高
山
　
ミ
ツ

高
橋
　
田
鶴

鈴
木
佳
世
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
カ
ツ

秋
海
裳
か
ん
ざ
し
の
型
と
ど
め
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
愛
子
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きちのわだい

交通安全キャンペーン

全国キャラバン隊を歓迎

　
壬
生
町
交
通
安
全
母
の
会
（
田
中
ミ

ヨ
会
長
）
は
９
月
１
日
、
「
全
国
各
地

の
母
親
の
手
に
よ
る
。
み
ん
な
で
す
す

足銀前でキャラバン隊を歓迎

　
下
島
本
自
治
会
（
三
好
興
光
会
長
）

は
、
９
月
1
2
目
（
目
）
、
壬
生
中
学
校

校
庭
で
、
第
圭
回
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

梅干し飛ばし・一番飛んだのは？

青空の下でレクリェーション

　　　　　下馬木自治会

-

め
る
交
通
安
全
〃
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
る

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
沿
道
に
お
い
て

歓
迎
し
ま
し
た
。

　
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、
耶
全
国
交

通
安
全
母
の
会
連
合
会
・
栃
木
県
交
通

安
全
母
の
会
連
合
会
が
主
催
し
て
い
る

も
の
で
、
多
数
の
会
員
の
歓
迎
や
激
励

の
中
、
交
通
事
故
の
減
少
や
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用

推
進
、
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
な
ど
を
、

沿
道
の
人
々
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
壬
生
町
交
通
安
全
母
の
会
に
お
い
て

も
、
年
間
を
と
お
し
て
各
地
域
で
交
通

安
全
教
室
を
開
き
、
交
通
事
故
防
止
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
自
治
会
で
は
昨
年
ま
で
、
会
員
の
融

和
と
健
康
増
進
を
目
的
に
「
運
動
会
」

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
体

力
的
な
も
の
や
マ
ン
ネ
リ
化
等
に
よ
り

検
討
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
協
議
を
重
ね

た
結
果
、
永
く
楽
し
く
行
え
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
形
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
６
班
に
分
か
れ
て
、
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
、
伝
言
ゲ
ー
ム
、
梅
干
し
飛

ば
し
ゲ
ー
ム
等
を
行
な
い
ま
し
た
。
又
、

子
供
達
は
、
紙
飛
行
機
飛
ば
し
ゲ
ー
ム

に
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
人
達
は
、
輪
投
げ

ゲ
ー
ム
に
参
加
し
、
↓
日
中
楽
し
く
過

ご
し
ま
し
た
。

銀メダル獲得の報告に町長室を

訪れた石村さん

石
村
さ
ん
銀
メ
ダ
ル

ゆ
う
あ
い
ピ
ッ
ク
し
ま
ね
大
会
で

　
壬
生
町
交
通
安
全
協
会
お
も
ち
ゃ
の

町
支
部
（
冨
田
泰
弘
支
部
長
▽
と
、
睦

ヲ
よ
ニ
テ
イ
ー
推
進
協
議
会
高
齢
邦

子
埼
　
脩
部
長
）
は
９
月
1
6
日
、
女

交
通
安
全
ウ
ル
ト

ラ
ク
イ
ズ
に
挑
戦

×か○かこの標識は、駐車禁止である。

　
1
0
月
２
日
～
３
日
に
島
根
県
松
江
市

で
開
催
さ
れ
た
ゆ
う
あ
い
ピ
ッ
ク
し
ま

ね
犬
合
（
第
８
回
全
国
知
的
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
）
に
、
本
町
か
ら
石
村
博

之
さ
ん
が
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競

技
に
栃
木
県
代
表
と
し
て
出
場
、
銀
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
は
、
飛
距
離

を
競
う
「
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」
と
、
的
に

投
げ
入
れ
正
確
さ
を
競
う
「
ア
キ
ュ
ラ

シ
土
の
２
種
類
が
あ
り
、
石
村
さ
ん

は
、
「
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
」
で
見
事
銀
メ

ダ
ル
に
輝
き
ま
し
た
。

性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
と
交
通
安
全
母

の
会
の
役
員
の
協
力
を
得
て
、
高
齢
者

自
ら
が
交
通
安
全
意
識
を
啓
蒙
し
、
悲

惨
な
交
通
事
故
防
止
を
目
的
と
す
る
、

交
通
安
全
高
齢
者
の
集
い
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
睦
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

管
内
高
齢
者
約
7
0
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
壬
生
交
番
所
長
の
講
話
と
交
通
巡
役

員
の
腹
話
術
の
後
、
交
通
安
全
ウ
ル
ト

ラ
ク
イ
ズ
と
題
し
て
、
交
通
安
全
の
基

礎
知
識
を
問
題
と
し
た
ク
イ
ズ
1
6
問
が

出
題
さ
れ
、
う
ち
わ
の
表
が
○
、
裏
が

×
で
回
答
し
、
４
人
が
最
終
ま
で
残
り

ま
し
た
。
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
形
式
の
交

通
安
全
教
室
は
町
で
は
初
め
て
の
試
み

で
し
た
が
、
楽
し
み
な
が
ら
交
通
安
全

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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毎
Ｔ
箆
斎
亘
旅
写
哨
い

　
　
　
睦
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
睦
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
推
進
協
議
会
（
間
柄
隆
会
長
）

は
、
９
月
1
2
日
、
役
員
や
生
活
福
礼
節
会
員
の
1
3
人
で
、
各

自
治
会
の
花
壇
を
回
り
、
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
今
年
初
め
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、

美
し
い
街
づ
く
り
を
す
る
と
共
に
、
「
ふ
れ
あ
い
」
と
「
思

い
や
り
」
の
あ
る
地
域
づ
く
り
、
入
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
の
は
緑
土
、
２
、
３
丁
目
、
い
ず
み
、
お
も
ち
ゃ

の
ま
ち
、
幸
２
、
３
、
４
丁
目
の
８
自
治
会
で
、
苗
や
種
な

ど
は
、
自
治
会
ご
と
に
購
入
し
た
り
、
各
家
庭
か
ら
持
ち
寄
っ

た
り
し
ま
し
た
。

　
自
治
会
内
の
公
園
の
花
壇
や
線
路
、
道
路
沿
い
の
空
き
地

な
ど
に
は
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
桂
え
ら
れ
た
数
十
種
類
の
花

が
咲
き
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
「
花
と
緑
を
愛
す
る
心
が
育
っ
た
で
賞
」

な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

熱
心
に
審
査
↓
９
る
役
員
の
皆
さ
ん

も
う
歌
集
だ
け
の

麗
麗
で
は
な
い

ー
介
護
保
険
制
度
講
演
会
－

右から３番目栗橋さん４番目坂田さん

(町大会会場にて)

栗
橋
、
坂
田
チ
ー
ム

見
事
優
勝

石
橋
地
区
消
火
競
技
大
会
で

心。／

　
平
成
1
2
年
４
月
１
口
か
ら
は
じ
ま
る

介
護
保
険
制
度
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
町
と
顛
簡
易
保
険
加
入
者
協
会

栃
本
支
部
で
は
、
９
月
1
0
口
、
中
央
公

民
館
犬
ホ
ー
ー
ル
で
、
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
講
師
は
、
介
護
保
険
制
度
の
創
設
に

あ
た
っ
た
厚
生
省
の
香
取
照
幸
先
生
と

Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
「
ス
ー
パ
ー
サ
ッ
カ
上

な
ど
に
出
演
し
て
い
る
生
島
ヒ
ロ
シ
先

生
の
お
二
人
で
す
。

　
香
取
先
生
は
、
「
介
護
は
も
う
家
族

だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
ま
た
、
女
性

の
問
題
で
も
な
く
、
社
会
全
体
の
問
題

と
し
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

　加月↓日国分寺町で聞かれた石橋地区消火競技大会で、

本町から出場した町婦人防火クラブＢ（指揮者　栗橋和江、

消火者　坂田壽子）チームが見事優勝しました。

　この大会は、備付けの消火器を使って消火競技を行い、

消火技術の向上を図るとともに、万一火災が発生した場合、

自分の力で消火し被害を最小限にとどめることができるよ

う、消火器取扱の習熟を目的として聞催しているものです。

　本町からは、町の大会で上位入賞を果たした３チームが

出場、消火器の基本操作や消火方法、タイムなどを競いま

した。

い
。
介
護
を
社
会
的
に
支
え
て
い
く
制

度
が
、
介
護
保
険
制
度
で
す
」
と
そ
の

必
要
性
に
つ
い
て
、
会
場
に
集
ま
っ
た

参
加
者
に
訴
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
島
先
生
は
、
「
男
の
介
護

学
と
高
齢
少
子
化
社
会
」
と
題
し
て
、

自
分
の
義
理
の
お
母
さ
ん
の
介
護
に
関

す
る
体
験
談
な
ど
を
、
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
な
が
ら
講
演
し
、
参
加
者
か
ら
大
き

な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

にが

絹太絹　　国国　国町
付変期　民民　民県
し込限　健年　健民
まみ間絹康金絹康税
≒∩仁斜才

づ言且∩タ

　゜付３０Ｊ　　　ｌ　ｊ
　早窓EI怒　　Ｈ怒
　め□

11
月
の
納
税
等
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ゝJ

ジュリアﾝ・ラクリン

　ヴァイオリンリサイタル

　ピアノイタマール・ゴラン

３月４日（土）開演：午後６時30分

　ラクリンは13歳の時、アムステ

ルダム・コンセルトヘボウでの

「若い演奏家のためのコンクール」

で第１位を受賞。一晩にして彼の

名は世に出された。現在彼が使用

している楽器は、オーストリア銀

行から貸与された、ヨセフ・グワ

ネリ作1741年製クレモナ“ex

Carrodus”である。パートナーのゴ

ランは、マンハッタン音楽学校教

授、パリ国立音楽院で教鞭をとる

一方、室内楽奏者として、輝ける

業績を上げている。

会　場　壬生中央公民仰天ホール

　　　　（城址公園ホール）

入場料　指定席　3､000円

　　　　白出席　2､000円

※入場券は、１１月１７日團から壬

　生中央公民館、稲葉・南犬飼出

　張所、町施設振興公社事務所で

　取り扱います。

問合せ　壬生中央公民館

　　　　�82－0108

壬生ゆかりの作家たち

『木かけ』1996年　二人展（和光ホール／束京）

川本　哲子（1949－）

高さ/40.5cm　素材／木綿　個人蔵

1949　栃木県宇都宮市に生まれる

1981　与馬蝉に師事する

1986　個展（上野百貨店／宇都宮）

1987　飯田実に師事する

1988　グループ展（ギャラリーロイヤル

　　　サロン・ザ・ギンザ／東京）

1990　個展（ギャラリー芙蓉／宇都宮）

1992　グループ展（玉川高島屋アルテス

　　　パッツオ／東京）

　　　個展（玉川高島屋アルテスパッツ

　　　オ／東京）

1993　グループ展（玉川高島屋アルテス

　　　パッツオ／東京）

　　　グループ展（たまプラーザ東急百

　　　貨店／東京）

　　　グループ展（銀花ギャラリー／束京）

1996　二人展（和光ホール／東京）

1998　N H K連続テレビ小説「天うらら」

　　　人形制作

　　　個展（ギャラリー芙蓉／宇都宮）

1999　宇都宮市民芸術祭20周年展招待出

　　　品（宇都宮美術館）

　　　壬生町立歴史民俗資料館にて11月

　　　３日から11月21日まで「川本哲子

　　　創作人形展」開催予定

　　　現在、壬生町在住

一警察署からのお知らせー

交通事故の事例　　　｜

　　３

な
交
く
通
そ

事

う
故

　　………　●ｔ-Ｔ…『コ
ノ足尚

　　　　注意しましよう　本丸２丁目

巾前後・左右を確認し進行する。

(2)自転車の交通事故が多発して

　いることから、自転車の動静

　に注意し、運転すること。

(3)自転車運転者も法規を守り、

　特に交差点では一時停止し車

　両の有無を確認すること。

－
事
故
の
状
況
－

至
元
町

州 累計 前年比

事故件数 25 205 十50

死　者 ０ ２ ０

負傷者 25 236 十58

　　　　　　疆謳詣漕① ﾌ

㎜ 臨 露 胆 雖 笛 回
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寄
　
付

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
（
○
数
字
は
寄
付
回
燕

壬
生
町
建
設
某
紙
介
千
生
建
友
会
株
②
５
万
円

匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
円

匿
名
　
　
　
　
　
　
　
６
千
９
４
９
円

し
や
ぼ
ん
壬
生
店
様
②
　
　
３
千
円

壬
生
町
書
籍
組
合
様
①
　
　
１
万
円

黒
子
和
平
様
①
　
　
　
　
　
３
万
円

小
林
神
社
氏
子
一
同
様
②
　
１
万
円

稲
葉
地
区
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
様
⑩

　
　
　
　
　
　
　
１
万
９
子
８
７
３
円

北
小
林
カ
ラ
オ
ケ
会
様
①

　
　
　
　
　
　
　
１
万
９
子
９
５
０
円

壬
生
町
商
工
会
婦
入
部
様
⑥
２
万
円

㈱
県
南
環
境
様
⑩
　
　
　
　
２
万
円
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